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＜第６回 若園地域会議 会議録＞ 

日 時  令和７年９月１７日（水） １９︓００〜２０︓３０ 
場 所  若園交流館  多目的ホール 
出席者  委    員   １６名 

事  務  局   吉澤支所長、中野副支所長、松原副主幹、二宮主査 
オブザーバー 澤平館長 

 
１ 会長あいさつ 
 ・あいさつ＜省略＞ 

インターンシップ参加学生 自己紹介＜省略＞ 
２ 報告事項 

・令和７年度第４回会議録  
・令和７年度若園地域課題解決事業の進捗について 
  「とよた NOW」視聴 
・提言回答 

 
３ 協議事項 

「提言事業化に向けての合意形成と協議」       
・提言① 若園あんしんライフサポートブックのリニューアル 
・提言② アウトリーチ支援による訪問サポート体制の構築について（案）                    

 
＜委 員＞2 地域会議からの意見の中で、実態が把握されてないとあるが、実態把握が出 

来ていなければ、実働として何をやればいいのか分からない。訪問サポーター、
相談支援員を設置し、今から実態を把握していく。その後に 4 事業詳細の（4）
（5）が展開されていくという理解でよいか。 

＜事務局＞その理解でいいです。 
＜委 員＞結構な世帯数がある中でどのくらいの期間を用いてやるのか。5 人で全部を回る

か。情報も集めなくてはいけないという話になると、各自治区で敬老の日に記
念品を配っている状況を把握すれば、大体どういうとこにどういう方がお見え
になるかっていうのは分かるのではないかなとは思います。大体そんな考え方
の事業展開という理解の仕方、具体的な事業展開は 2 年とか 3 年先になってく
るということでよいか。 

＜事務局＞事業開始当初から、対象者が求めているものに当てはまる事業かというと、そ
うではなくて、事業を進める中で課題が表出してきますし、地域包括支援セン
タ―や民生児童委員と情報共有しながら作り上げていくものかと思う。 
この事業を通して、より地域の中で見守りの意識づけが出来上がっていくこと   
にも意味があると思います。 

 
 「来年度の地域課題解決事業」 

・若園地域 地域課題解決事業について 
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 ※遊歩道（中学校側）樹木の剪定案 
＜委 員＞イルミネーションは年中の想定かクリスマスに限定したものか。 
＜事務局＞初年度は１２月のひと月だけと想定しています。 
＜委 員＞意見が止めどなく出てくると思うので、まず確認をしたいのは、今年度の取組

で中学校側の方の樹木も合わせて、伐採、剪定をやってはどうかということ。
皆さんの賛否を確認したい。コスト的には別々でやるよりもはるかに抑えられ
るかと思う。先週の環境美化に緑の回廊の除草作業を行った。中学校側は、本
来対象ではないが、草も生えてるし、木が鬱蒼としてて、見るからに危険だな
と。今年度中学校側も剪定できれば、遊歩道とグラウンドの双方歩いてるとこ
ろが見えるし、グラウンドから道路、川沿い見ても十分防犯面で効果があると
思う。雰囲気的には良くなるので、ぜひともこれをやっていただければと思っ
てます、皆さんの賛同をいただければと思う。 

＜委 員＞もう一つ教えてください。これは、もうやる前提なのか、希望を聞いてからな
のか、どちらなんですか︖ 

＜事務局＞皆さんの意見を伺いたいです。 
＜委 員＞川側だけ綺麗になっているのに、中学校側が綺麗になってないと、地域の人が

見た時に、なぜ川側だけなのっていう話になる。せっかくこういう事業をやる
のであれば、両側やった方がいいのでは。賛同いただける挙手をお願いします。 

＜委 員＞では、全会一致です。支所には予算を取っていただいて、お願いしたいなと思
います。 

＜委 員＞今回のベンチ製作の参加応募の状況を教えてほしい 
＜事務局＞午前午後 10 人ずつで、ほぼその人数集まりました。昨年は製作したものを持ち

帰れる木工教室であったため、大変な倍率で、オープンと同時にいっぱいにな
った。今回は製作したものを交流感に置きますという形だったのので、緩やか
に申し込みがあった状況です。今回は中学生ボランティアも含めて、ほぼ想定
した人数が手を挙げて作っていただいたというような状況でした。 

＜事務局＞来年度の木工教室に関しても、何を製作したらこども達が愛着を持ってもらえ
るか、遊歩道の活用も同時にできる案はないか、提出用の書類に皆さんの意見
を自由に記載お願いします。 

 
・４地域合同 地域課題解決事業について 
＜委 員＞2 高岡 4 地域防災力向上事業の中の、こども向けと大人向けの防災バスツアー

について教えてほしい。 
＜事務局＞こども向けでは、名古屋大学にある減災館が主催するこども向けのイベントの

時期に併せて、豊田市が参加枠を取り、地域のこども達に参加してもらった。
応募が多かったため、お断りした方も少なくはなかった。来年度も実施予定と
している。大人向けは今年度の実施は他事業の兼ね合いからも難しいのではと
見込んでいる。 

＜委 員＞名古屋まで行かなくても豊田市で防災について学べる施設はないのか。 
＜事務局＞消防本部に防災学習センターがある。地域や学校で体験に行かれるケースが多

いのではないか。 
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＜委 員＞防災士取得後のフォローはどうなっているのか 
＜事務局＞自治区の自主防災会への加入について調整している 
 
      
・個人ワーク 

  ・第１１期（令和７・９年度）地域会議委員選考について 
 
４ その他連絡事項等 

 
★次回開催  令和７年度第７回定例会 １０月１５日(水) 午後７時〜   
 


